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日

分
類
さ
れ
る
。
ペ
ダ
ル
の
な
い
自
昨
年
の
利
用
回
数
は
約
1
3
0万

9皿

量
で
、
タ
イ
ヤ
は
14
唸

m
回
に
逹
し
た
と
い
う
。

さ
約
祖
口
。
声
逼
、
声
転
声
H
叫
専
市
疫
所
で
1
日
、
出
発
式
が
開

用
モ
ー
ド
（
最
藁
速
度
⑳
ヂ
）
、
か
れ
、
試
乗
し
た
泊
水
勇
人
市
長

一

歩
遥
可
モ
ー
ド
（
同
6
ヂ
）
を
選
は
「
ス
ピ
ー
ド
が
出
過
ぎ
る
こ
と

択
し
、
自
転
車
と
同
じ
操
作
感
で
が
な
い
の
で
、
安
心
し
て
乗
れ
る
県
は
世
界
を
舞
台
に
し
た
チ
ャ
の
開
発
に
産
学
官
連
携
で
取
り
組

雷
で
き
る
と
い
う
。
と
感
じ
た
。
畠
鳥
警
胃
性
レ
ン
ジ
や
、
地
域
と
世
界
を
つ
な
み
、
園
コ
ン
ク
ー
ル
入
四
を
通
冒
冒
催

日

ー

日

か

ら

5
台
が
迎
入
さ
れ
、
は
な
じ
み
や
す
い
。
シ
ェ
ア
モ
ビ
ぐ
活
動
を
表
彰
す
る
「
埼
玉
グ
ロ
し
て
、
県
産
品
の
海
外
展
開
に
口

●
区
制
施
{
F向

曜水

さ

い

た

慈

屈

心

バ

ス

タ
ー
ミ
ナ
リ
テ
ィ
の
選
択
肢
が
広
が
り
、
い

ー
バ
ル
虹
」

3
分
野
の
受
臼
者
を
献
し
た
と
し
て
、
受
賞
が
決
ま
っ
て
／
．
み
て

日

ル

な

ど

5
カ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ろ
い
ろ
な
用
途
に
合
わ
せ
て
使
っ
決
定
し
、

2
日
に
知
事
公
館
（
さ
た
。

つ
り
」
（
さ
い

で
利
用
可
能
。

3
月
中
に
浦
和
駅
て
も
ら
え
る
と
思
つ
」
と
述
べ
た
。
い
た
ま
市
浦
和
区
）
で
表
彰
式
を
日
さ
く
は
世
界
如
力
国
以
上
の

10111
日
午
辛

時
、
北
区
宮
原

月

ス
。
区
内
で
活

周
辺
、

5
月
中
に
大
宮
駅
周
辺
に
屯
動
サ
イ
ク
ル
は
自
転
車
や
バ
実
施
し
た
。
関
発
途
上
国
で
地
下
水
開
発
事
業

写

拡

大

し

、

1
0
0台
を
導
入
す
る
イ
ク
と
交
通
ル
ー
ル
が
異
な
り
、
受
四
は
そ
れ
ぞ
れ
「
世
界
へ
の
な
ど
を
展
開
し
、
現
地
で
安
全
な

ー
ラ
ス
や
ダ
ン

ジ
の
部
、
着

圭
。
千
華
で
も
1
恩

日

か

交

通
T
故
の
懸
念
も
あ
る
こ
と
か
挑
戦
」
分
野
・
県
立
狭
山
工
業
高

〗
胃
信
嘉
冒
誓
国
[

f桜
田
門
外
」
生
々
し
く
印
げ
〗
品
叫
間
麟
―

且
闘
賃
口

I

〗古
渭
｀
は
「
埼
玉
讐
大
使
」
ー
も
あ
る
。
入

1

宗

浦
和
区
で

4
月

ま

で

古

文

書

を

楽

し

む

展

を

庸

す

る

だ

け

だ

が

、

古
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mロ
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ご
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世

界

へ

の

埼

玉

p

問
い
合
わ
せ
、

R
に
協
力
す
る
。
同
賞
は
2
0
1

（な
0
4
8
.
‘

往
来
手
形
は
、
自
分
の
身
元
を
証
は
当
時
の
事
件
や
人
々
の
硲
ら
し

●
絵
本
で
遊
t

明
し
た
旅
行
許
可
証
。
旅
の
途
中

ぶ
ゆ
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
え
て
く
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ー
ー

1
年
度
か
ら
県
全
体
の
グ
ロ
ー
バ

-
i

県
主
催
の
古
文
田
購
座
が
60周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念

で
亡
く
な
っ
た
時
は
、
そ
の
地
で
れ
る
」
と
話
し
て
い
た
。

「

埼
玉
グ
ロ
ー
バ
ル
賞
」
受
賞
団
体
の
ル
化
を
図
り
、
世
界
に
開
か
れ
た
ッ
プ
（
桶
川
）

し
て
、
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
の
県
立
文
田
館
で
企
画
展
「
古

楓
し
て
も
ら
う
こ
と
が
記
さ
れ
問
い
合
わ
せ
は
、
文
田
館
（
8

代
表
者
9
112
日
午
後
、
さ
い
た
ま
市
埼
玉
の
発
信
を
自
的
に
毎
年
開
催

S
正
午
、

0
k

文
田
を
楽
し
む
ー
見
方
、
読
み
方
、
調
べ
方
ー
」
が
4
月
28

て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
0
4
8
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6
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.
0
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へ
。
狸
和
区
の
知
市
公
館
さ
れ
て
い
る
。
（
福
島
悠
太
）

O
n
プ
ラ
ス
＋

巧
日
ま
で
開
か
れ
て
い
る
。
鸞
の
教
材
で
使
用
し
た
古
文
四

34点
を
展
示
。
中
に
は
桜
田
門
外
の
変
や
、
江
戸
時
代
の
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7
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に
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ー

ス
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け

が

ヽ

F
o

事
件
“
を
取
り
上
げ
た
古
文
由
な
ど
も
あ
ゆ
、
時
代
の
藩
の
江
戸
屋
敷
か
ら
国
元
へ
送
ら
広
が
る
中
、
子
育
て
支
援
に
役
立
「
赤
ち
ゃ
ん
」
題
に
直
〗
臼

5』
鰐

薯
園
長
が
塁
未
は
杉
山
傷
整

襄
感
を
リ
ア
ル
に
伝
え
て
い
る
。
（
書
士
郎
）
れ
た
田
状
の
写
し
は
、
大
老
の
井
子
育

て

支

援

に

て
て
も
ら
お
う
と
、
さ
い
た
ま
市

入
問
、
東
町
小
ち
ゃ
ん
と
そ
の
[

古

文

且

喜

1
9
6
3年
に
や
読
含
、
楽
し
含
な
ど
を
紹
伊
直
弼
（
な
お
す
け
）
奮
塁
米

780キ
ロ

を
寄

贈

北
区
の
中
央
建
設
協
同
組
合
（
小

翌
閉
図
田
館
で
盟
し
、

1
介

し

て

い

る

。

れ
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桜
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門
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沼
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寿
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事

、
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盟

18社
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9
8
3年
に
開
警
れ
た
文
田
館
土
地
の
生
産
力
を
調
べ
た
検
地
る
。
雷
の
中
に
お
び
た
だ
し
い
血
中
央
建
設
協
同
組
合

は
、
朝
箪
市
に
米
7
8
0キ
ロ
（
一
袋
「
動
物
の
赤
ち
ゃ
ん
」
を
テ
ー
度
。
参
加
無
料
c

に
引
き
継
が
れ
た
。
勝
塑

⇒

初
か
帳
を
は
じ
め
、
年
口
の
完
納
を
証
が
流
れ
て
い
る
な
と
表
現
が
生
々
子
ど
も
食
堂
や
フ
ー
ド
パ
ン
ト

30キロ
X
お
袋
）
を
寄
贈
し
た
。
市
は
マ
に
し
た
授
業
が
1
月
31日
、
入
申
し
込
み
、
問

ら
受
講
の
申
し
込
み
が
多
い
人
気
明
す
る
皆
済
目
録
、
借
金
証
文
な
し
い
。
そ
の
一
方
で
、
旗
本
の
稲
リ
ー
な
と
子
ど
も
の
貧
困
対
策
が
朝
露
地
区
4
市
で
子
ど
も
食
堂
や
間
市
向
陽
台
2
丁
目
の
市
立
東
町

諧
座
と
い
う
。
今
回
の
展
示
で
は
、
ど
、
庶
民
で
も
文
四
か
身
近
だ
っ
生
氏
の
日
記
に
挟
ま
れ
て
い
た
図
↓
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
活
動
に
取
わ
小
学
校
で
行
わ
れ
、
狭
山
市
の
智
て
餌
を
食
べ
ら
i
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収
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に
出
る
時
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名
絵
は
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よ
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。
常
陸
国

t
．
組
ん
で
い
る
団
体
で
構
成
す
る
市
光
山
公
園
こ
ど
も
動
物
園
の
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ズ
ミ
な
ど
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を
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光
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岳
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。
き
い
キ
リ
ン
な
3

.
.
；
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口
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写
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「
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ん
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窯
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、
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、

、
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と
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団
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志
木
・
新
座
・
和
光
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ー
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時
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A
さ
い
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ま
ハ
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屈
需
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菜
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謡
四
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翠
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」
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ー
マ
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直
―
2
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い
」
と
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郭
し
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。
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町
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校
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右
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）
1
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市
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T
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膠
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重

県内のさまざまな占火●が展示されている
企画展ーさいたま市浦和区の県立文田館

「電動サイクル」実証開始

さいたまペダルなし、免許不要

埼
玉
ク
ロ
ー
バ
ル
賞
狭
山
工
高
な
ど

電
動
サ
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ル
に
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す
る
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水
勇
人
市
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（
右
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と
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世
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